




































A Difference of Boys’ Acceptance of Sex and Gender by School Grades:
In terms of Sex and Gender Acceptance, Gender Consciousness and Image of Father
キーワード：性受容、社会的性意識、父親像、男子
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Abstract
To investigate age differences of  sex and gender acceptance, gender consciousness and image 
of  father, this study has targeted school-age boys from 4th grade in elementary school to university. 
Among factors of  sex and gender acceptance, both satisfaction with physique and core acceptance 
of  sex and gender fall in adolescence and mark the lowest point in high-school age. On the contrary, 
dissatisfaction with physique rises after adolescence and marks a high point in university age. Same 
as girls, boys with a secondary sexual characteristic have difficulty to accept physical changes. In 





































































小 4 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 大学 合計























　 満足 中核的 劣等感 　
α=.789 α=.624 α=.479
2. 自分の身体が好きである .902 .018 .029 .819
4. 自分の身体に満足している .899 .011 -.026 .821
1. 男に生まれてよかった -.024 .864 .033 .736
3. 生まれ変わっても、また男に生まれたい .059 .824 -.035 .714
8. 異性から身体のことで嫌なことを言われたことがある .133 -.087 .842 .702





固有値 2.096 1.327 1.017
削除項目
5. 将来あの人のようになりたいと思う同性の大人が身近にいる
7. 男性の筋肉質な身体はたくましさを感じる                                      　　　　　　　　　　　　　　　　    　　（主成分分析、プロマックス法）
質問項目 ステレオタイプ 家庭的 共通性
　 α=.727 α=.657 　
6. 男性は責任ある仕事を任せてもらえる .713 .071 .512
1. 男性は女性より高い地位を得られる .698 -.174 .517
3. 男性はやりたいことができる 　.696 -.137 .504
4. 家を継ぐのは男である .665 .095 .452
9. 男は得なことが多い .603 -.077 .369
2. 親の面倒をみるのは、男の役割だ .530 .282 .361
5. 男性も子育てに積極的に参加すべきである -.008 .857 .734






























































質問項目 　 因子 共通性
　 　 α=.855 　
6. 父が好きである .826 .682
2. 父のような生き方をしたい .791 .625
3. 父は母を大切にしている .761 .580
7. 父は、自分の味方である .757 .572
5. 父は、母と結婚して幸せである .741 .549
4. 父のようにはなりたくない -.693 .480
8. 将来母のような人と結婚したい .550 .302














Table 4-1　性受容の学年差の分散分析・多重比較結果 Table 4-2　社会的性意識の学年差の分散分析・多重比較結果
　 　 小 4 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 大学 全体
　 N 195 173 197 300 248 312 163 238 122 501 2449
ステレオタイプ 平均値 2.54 2.71 2.47 2.46 2.63 2.54 2.42 2.40 2.49 2.52 3.27 
標準偏差 .623 .571 .687 .626 .549 .529 .570 .553 .570 .543 .582
家庭的 平均値 2.97 3.27 3.18 3.14 3.09 3.20 3.36 3.43 3.42 3.49 3.27 
　 標準偏差 .959 .640 .825 .757 .730 .705 .573 .548 .640 .519 .705
　 小 4 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 大学 全体
N 195 173 197 300 248 312 163 238 122 501 2449
平均値 3.06 2.97 2.71 2.71 2.52 2.47 2.35 2.49 2.46 2.80 3.07 
標準偏差 .709 .725 .775 .723 .724 .668 .726 .722 .742 .647 .734
　 　 小 4 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 大学 全体
　 N 195 173 197 300 248 312 163 238 122 501 2449
身体的満足 平均値 2.76 2.74 2.51 2.35 2.40 2.31 2.14 2.25 2.21 2.42 2.41 
標準偏差 .899 .908 .882 .796 .773 .775 .695 .759 .855 .737 .813
中核的性受容 平均値 3.61 3.58 3.38 3.21 3.29 3.23 3.21 3.13 3.12 3.23 3.28 
標準偏差 .611 .660 .755 .773 .684 .736 .751 .736 .849 .721 .740
身体的劣等感 平均値 2.11 2.12 2.28 2.02 2.08 2.08 2.21 2.33 2.36 2.49 2.22 


























＊＊＊＊p<.001, ＊＊＊p<.005, ＊＊p<.01, ＊p<.05
Table 4-3　父親像の学年差の分散分析・多重比較結果
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（1）性受容について
「性受容尺度」のうち、「身体的満足」および「中
核的性受容」は、思春期以降に低下するという先行
研究と同様の結果が得られた。東京都幼・小・中・
高・心障性教育研究会（1999）の調査では、女子の
性受容の程度は中2で最も低くなり、それ以降上昇を
示している一方で、男子の場合は同時期に低下する
ものの、女子ほどの急激な低下はみられないまま高3
まで大きな変化はなく推移している。伊藤（2000b）は、
思春期女子の性的・身体的成熟に対する戸惑いと比
較すると、男子は性的成熟をポジティブに受け止め
やすいことや男性性に社会的価値が付与されることか
ら葛藤が少ないことを指摘している。本結果もこれを
支持する結果となった。
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Figure 1-1　身体的満足
Figure 1-3　身体的劣等感
Figure 1-5　家庭的性意識
Figure 1-2　中核的性受容
Figure 1-4　ステレオタイプ的性意識
Figure 1-6　父親像
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一方、「中核的性受容・身体的満足」において、
大学生に至っても十分な上昇は認められなかった女
子の結果同様（久芳ら，2013）、男子においても大学
生時点で「身体的満足」および「中核的性受容」が
十分に上昇しているとは言い難い。また、「身体的劣
等感」においても女子同様、思春期以降徐々に上昇
し、大学生においても依然として高い値を示した。
男子の場合は先行研究が多くないため、比較検
討することが難しいが、伊藤（2000a）のいう性同一性
の発達過程の第1の相、つまり青年前期の性同一性
の身体的側面における危機の影響を考慮する必要
性があるといえる。「身体的満足」とは別の次元で「身
体的劣等感」を捉えている可能性も加味すると、女子
とは程度の差はあるにしても、男子にも身体的側面
の受容に関しての難しさが現れているといえるのでは
ないだろうか。
浦上ら（2009）は、男子青年が痩身願望に至るルー
トとして「自己顕示欲求」「自己不満感や不安感」「自
分の意識する肥満度」の存在を見出している。また、
依然として「筋肉質でたくましい身体」を望んでいる男
性も多いことから「筋肉があり、かつ細身の身体」を善
しとする認識に変化しつつあるとも考察している。男
子の摂食障害の増加傾向についても注目されているこ
とからも（早野，2002など）、男子の身体的側面の受
容がより複雑・多様化し、容易ではなくなってきている
と推察される。前述の伊藤（2000b）は、男子の方が
女子と比較し葛藤が少ないと考えられるからこそ、葛
藤を持ったときに深刻化しやすいことを指摘している。
ゆえに、今後はこの点を踏まえた支援の在り方が求め
られるといえよう。
（2）社会的性意識について
「社会的性意識」における「ステレオタイプ的性意
識」は、小学校高学年から中学生において高い傾向
が示された。伊藤（2001）は、女子におけるステレ
オタイプ的な性役割の同調は中2で強まり、周囲から
の期待に敏感になるとしており、鈴木・柏木（2006）
は、小学校の終わりごろまでにジェンダー・ステレオ
タイプの知識がピークに達し、その後は柔軟なもの
へと変化するとしている。本結果は概ねこれと合致す
るものであるといえる。
「家庭的性意識」は、大学生に向けて上昇傾向を
示している。自分自身の結婚や子育てについて、より
現実的にイメージしやすい年齢段階に向かっているこ
とが影響していると考えられる。父親と母親の役割か
らみた理想の家庭像は「性役割分担」の選択が減少
し、父親と母親が一緒に家庭を運営する「家庭内協
力」が増加し、若年男性は家庭志向の傾向が相対
的に強いといわれており（鈴木・柏木，2006）、社会
に出る時期が近づくにつれ、その意識が高まると考え
られる。
一方で、家庭や職場での実態は性役割分業が維
持されており、男性性のステレオタイプに即した行
動に拘束され、その行動をできないことに対する不安
や焦燥が男性のジェンダー・アイデンティティをぐら
つかせ、様々な面で心理・社会的問題を生み出すこ
とが指摘されている（柏木・高橋，2008）。そのため、
今後は社会に出てからの性意識についても十分に検
討する必要が求められる。
（3）父親像尺度について
父親像尺度は父親に対するポジティブなイメージ
を表しているが、高校生で最も低下し、大学生で上
昇傾向が認められた。これは、先に述べた「性受容」
の「身体的満足」および「中核的性受容」における発
達的変化と類似した様相を示しており、女子の結果
と一致するものである（久芳ら，2013）。
青年期前期に親への反抗や否定的な見方は一時
的に強まると考えられるため、この時期に父親へのポ
ジティブなイメージは低下すると考えられる。先述の
伊藤（2000a）のいう青年期における性同一性の形成
の中・後期にあたる第2の相は、社会的側面の危機
で、性役割葛藤が急増するといわれており、この中・
後期へ移行する段階で、同性のモデルとして父親を
取り入れていく過程が想定される。このことと本結果に
おいて、父親像の得点が上昇する時期が大学生に
なっていることを考慮すると、身体面の危機である前
期から社会面の危機である中・後期への移行が遅
延化している可能性も推察することができよう。
これまでの研究から、父親への信頼感や両親の
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良好な関係性の認知が、性受容に与える影響は大
きいと推測される（久芳ら，2011など）。思春期の子ど
もの精神的健康には、父親の家庭関与や両親の夫
婦関係も影響することが指摘されており（柏木・高橋，
2008）、父親だけでなく母親も含めた両親像について
も、さらに検討を重ねることが望まれる。
Ⅳ．まとめ
本研究は、小学4年生から大学生の男子を対象に、
性受容と社会的性意識、父親像それぞれの学年差
を検討することを目的とした。
「性受容尺度」のうち、「身体的満足」および「中
核的性受容」は、思春期以降に低下するという先行
研究と同様の結果が得られ、高校生段階で最も低く
なり、その後多少上昇はするものの、大学生に至って
も十分な上昇はみられなかった。また、「身体的劣
等感」においては、思春期以降上昇し、大学生にお
いて高い値を示している。このことから、男子におい
ても第二次性徴以降の身体面の混乱や受容の難しさ
は顕著になってきている傾向が示され、この時期の
身体的性受容の重要性は増していると考えられる。
「社会的性意識」における「ステレオタイプ的性意
識」は、小学校高学年から中学生で高くなる傾向にあ
り、「家庭的性意識」は大学生に向けて上昇するとい
う結果となった。「父親像尺度」は、高校生で最も低
下し、大学生で上昇するという「性受容」のうちの「身
体的満足」「中核的性受容」と類似した変化の様相
が認められた。
Ⅴ．今後の課題
本研究においては、男子の性受容における発達
的変化を明らかにするため、学年差の検討を行った。
性受容の研究は青年期の女子を対象としたものが多
く、男子を対象としたものは少ないことから（久芳ら，
2012など）、各尺度については、今後、信頼性およ
び妥当性を高める必要があるとともに、男子を対象と
した研究を積み重ねていくことが望まれる。
本結果から、性受容において身体的受容の側面
が大きな影響を及ぼしている可能性が示唆された。
浦上・小島・沢宮（2013）は痩身願望の内在化が痩
身願望に大きな影響を及ぼすことを示している。また、
安保・須賀・根建（2012）は、身体不満足感への認
知行動的介入の可能性を示している。本結果の実態
を踏まえ、身体的受容を促進するために、どのような
支援が有効であるかについて検討することが求めら
れる。
本研究では、小学校4年生から大学生の男子を
対象に検討を行った。鈴木・柏木（2006）は、特に
若年層において性役割分業を否定し平等である態度
をとりながらも、家庭や職場での実際の行動は、それ
に伴わないことも多いとしている。このことから、社会
に出てからの性受容や性意識は、異なった傾向を示
すことも考えられ、女子も含めてこの点は、今後の検
討課題といえよう。
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